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0623 － 一般 北海道女性協会補助金 ①
女性の知識・地位向上を図るための
研修会等を実施するための経費の
補助

道民生
活課
女性支
援室

4,859 4,859 0.3 0.0 0.3 7,202
現状維

持

引き続き男女平等参画社会づくりに
資する（公財）北海道女性協会の実
施事業に要する経費を補助する必
要があるため。

－ ④ ②
事業内容について、オンライン化に
向け対応を協議しているため。

－ ⑥・⑦ ②
研修・セミナー・講座等のオンライン
開催に向けた対応を協議している。

○ ②
教養講座（女性大学）についてオン
ライン併用による開催を検討中。

普及啓発事業における啓発資材の
ペーパレス化・電子化やオンライン
開催によるCO2削減や啓発対象の
拡大に向けた取組の促進など、ゼロ
カーボン北海道及びSociety5.0の推
進に向け、事業内容を検討するこ
と。

現状維
持

○ ○ ○

普及啓発事業について、講演会等
をオンライン開催（実会場と併用）す
ることで、今後、ゼロカーボン北海道
及びSociety5.0の推進に向けた取
組を進めていく。

0624 一般
男女平等参画社会づくり推進事業
費

男女平等参画社会づくりの気運を
高めるための広報啓発活動や会議
の開催、先駆的な活動等を行ってい
る個人・団体等の顕彰、市町村の取
組を支援するための業務
道や内閣府が行う男女平等参画に
関する調査事務
北海道男女平等参画条例に基づ
く、道の施策等に関する苦情申し出
に対応する委員及び道民等からの
男女平等参画に関する申出窓口の
設置のための業務

道民生
活課
女性支
援室

1,079 686 1.2 3.4 4.6 37,005
現状維

持

第３次北海道男女平等参画計画の
実行及び北海道男女平等参画条例
に基づいた相談窓口を継続するた
め。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

会議等について、オンラインによる
開催を行っているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

1 一般 男女平等参画苦情処理委員の設置 ② 240 240 － ④ ①
事業内容において、すでにオンライ
ン化に対応済みであるため。

－ ⑥ ①
事業内容において、すでにオンライ
ン化に対応済みであるため。

○ ①
事業内容において、すでにオンライ
ン化に対応済みであるため。

2 一般 北海道男女平等参画チャレンジ賞 ② 53 53 － ④ ②
会議や打合せ等のオンライン開催
を検討中。

－ ⑥ ②
会議や打合せ等のオンライン開催
を検討中。

○ ②
会議や打合せ等のオンライン開催
で見直し。

○ ○ ○

3 一般 女性活躍の推進 ② 786 393 － ④ ②
会議や打合せ等のオンライン開催
を検討中。

－ ⑥・⑦ ②
会議や打合せ等のオンライン開催
を検討中。

○ ②
会議や打合せ等のオンライン開催
で見直し。

○ ○ ○

0625 － 一般 女性プラザ管理運営費 ⑧
道立女性プラザの指定管理に係る
経費

道民生
活課
女性支
援室

24,105 23,126 0.6 0.0 0.6 28,791
現状維

持
引き続き指定管理業務を行う必要
があるため。

－ ⑤ ②
道全体として取り組むべき課題であ
ることから、道の施設の管理者にも
取組を促す予定

－ ⑥・⑦ ②

道全体として取り組むべき課題であ
ることから、道の施設の管理者にも
取組を促す予定
研修・セミナー・講座等のオンライン
開催に向けた対応を協議している。

指定管理者に対し、温室効果ガス
排出削減に向けた取組やＩＣＴを活
用した利用者の利便性向上のため
の取組を求めるなど、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○

講座・講演会のオンライン開催（実
会場と併用）、相談窓口のオンライ
ン対応しているところであり、今後、
ゼロカーボン北海道及びSociety5.0
の推進に向けた取組を進めていく。

0626 － 事務 女性相談援助に関する事務 ④ 女性保護等の行政事務

道民生
活課
女性支
援室

0 0 0.4 3.9 4.3 33,583 現状維
持

引き続き女性保護等の行政事務を
継続する必要があるため。

－ ④ ②

女性保護等に係る相談の性質上、
対面での面接が必要であるが、関
係機関との会議等についてはオンラ
イン開催を検討。

－ ⑥・⑦ ②

女性保護等に係る相談の性質上、
対面での面接が必要であるが、関
係機関との会議等についてはオンラ
イン開催を検討。

○ ② 会議や打合せ等のオンライン開催
を検討。

現状維
持

○ ○ ○

0627 － 一般 配偶者暴力被害者支援対策費 ②
配偶者暴力の防止や被害者に対す
る支援等を行う事業

道民生
活課
女性支
援室

49,752 26,493 1.6 10.9 12.5 147,377
現状維

持

引き続き配偶者暴力の防止や被害
者に対する支援等を行う事業を継
続する必要があるため。

－ ④ ②
ネットワーク会議等のオンライン化
に対応する設備を配置済みであり、
ペーパーレスの会議を検討。

－ ⑥ ②
ネットワーク会議等のオンライン化
に対応する設備を配置済みであり、
ペーパーレスの会議を検討。

○ ②
ネットワーク会議等のオンライン化
に対応する設備を配置済みであり、
ペーパーレスの会議を検討。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、打合せなど相手
方がオンラインに対応可能な所から
対応を行っているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0628 － 一般
配偶者暴力被害者等支援調査研究
事業費補助金

②
配偶者からの暴力被害者等の支援
の充実を図るため、民間シェルター
の先進的取組に対する経費の補助

道民生
活課
女性支
援室

63,191 0 0.1 0.0 0.1 63,972 現状維
持

引き続き配偶者からの暴力被害者
等の支援の充実を図るため、民間
シェルターの先進的取組に要する
経費を補助する必要があるため。

－ ④ ① 会議・打合せ等のオンライン開催を
実施している。

－ ⑥・⑦ ① 会議・打合せ等のオンライン開催を
実施している。

○ ① 会議・打合せ等のオンライン開催を
実施している。

現状維
持

0629 － 義務費
女性相談援助センター管理費
（義務費）

－
女性相談援助センターの運営に係
る事務

道民生
活課
女性支
援室

54,481 29,302 0.8 8.9 9.7 130,238
現状維

持
現状維

持

0630 － 事務 男女平等参画の推進に関する事務 ①

男女平等参画に関する情報を道の
ホームページを活用して広く提供す
る（男女平等参画情報ボックス事務
含む）
社会貢献賞の表彰に係る事務

道民生
活課
女性支
援室

0 0 1.3 1.6 2.9 22,649 現状維
持

引き続き第３次北海道男女平等参
画計画の推進を図るため。

－ ④ ①
啓発資材を電子化し、ホームページ
上で広報する等、電子媒体を利用し
た取組を行っているため。

－ ⑦ ①
啓発資材を電子化し、ホームページ
上で広報する等、電子媒体を利用し
た取組を行っているため。

○ ①
啓発資材を電子化し、ホームページ
上で広報する等、電子媒体を利用し
た取組を実施済み。

現状維
持

0631 － 人件費 男女平等参画推進員設置費 －

北海道男女平等参画基本計画の各
地域での定着に向けた活動の推
進、配偶者暴力被害者相談対応や
被害者支援の充実を図るため、男
女平等参画推進員を設置。

道民生
活課
女性支
援室

14,900 14,900 0.1 2.3 2.4 33,644 現状維
持

現状維
持

0632 － 一般 北の女性活躍サポート事業 ①

社会参画を希望する女性に対し、柔
軟性のある社会参画の方法を紹介
するほか、企業や団体等に向けた
講演会等を開催する事業

道民生
活課
女性支
援室

4,167 2,084 1.1 0.0 1.1 12,758 現状維
持

引き続き第３次北海道男女平等参
画計画の推進を図るため。

－ ④ ① セミナー・講座等のオンライン開催
を実施している。

－ ⑥・⑦ ① セミナー・講座等のオンライン開催
を実施している。

○ ① セミナーをオンラインで開催済み。
現状維

持

0 216,534 101,450 7.5 31.0 38.5 ■令和４年度　新規事業

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続
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計
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【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

令和３年度　事務事業評価調書 03121

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

男女平等参画社会の実現
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